
様式第１号（第５条関係） 

会  議  概  要 

会議の名称 平成２７年度第２回久喜市社会教育委員会議 

開催年月日 平成２７年１１月１９日（木） 

開始・終了時刻 午後２時００分 から 午後４時０９分 まで 

開催場所 菖蒲総合支所 第１集会室 

議長氏名 倉持良幸（久喜市社会教育委員長）  

出席委員（者）氏名 

新井英之、金子雄司、川島孝、木村孝夫、久保たち子、 

倉持良幸、後藤悦子、斉藤駿、塩崎 勲 、鈴木多美子、 

武井宣明、青木一弥、冨田伯枝、野口和子、古谷郁男 

欠席委員（者）氏名 木村善二、杉田栄子、田邉喜代子、長島一枝、丸山洋一 

事務局職員職氏名 

宮内参事兼生涯学習課長、大野課長補佐兼人権教育係長、飯

塚文化振興係長、樫浦スポーツ振興係長、堤生涯学習係長、岩

井主査、奥谷参事兼中央公民館長、原嶋青葉公民館長、山木

南公民館長、小林東公民館長、森田森下公民館長、蓮見栗橋

公民館長、清水鷲宮公民館長、太田中央図書館長、堀内文化

財保護課長 

会議次第 

（１） 平成２７年度生涯学習関係（中間）事業実施報告につ

いて 

（２） 社会教育委員の今後の活動について 

配布資料 ・平成２７年度生涯学習関係（中間）事業実施報告 

会議の公開又は非公開 公 開 

傍聴人数 ０ 人 

 

 

 

 

 



様式第２号（第５条関係） 

審 議 会 等 会 議 録 

発 言 者 会 議 の て ん 末  概 要 

司会 

堤生涯学習係長 

＜ 開  会 ＞ 

皆さん、こんにちは。定刻になりましたので、ただ今から、平成 27

年度第２回久喜市社会教育委員会議を開催させていただきます。本日は

ご多用の中、ご出席をいただきまして大変ありがとうございます。本日

の司会を務めさせていただきます、生涯学習課の堤と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。本日の欠席者でございますが、木村善二委

員、田邉委員、長島委員、丸山委員は所要のため、欠席する旨の連絡を

いただいております。まだ杉田委員がお見えになっておりませんが、来

しだい、会議に加わっていただきます。資料を確認させていただきま

す。会議の次第と議題の（２）社会教育委員の今後の活動についてとい

うことでＡ４、１枚がございます。それと参考資料といたしまして、第

３回久喜市市民大学・生涯学習推進部合同研修会の開催案内の通知、久

喜市民マラソンのチラシです。そして最後に社会教育３団体と公民館運

営委員の合同自主研修会の報告書でございます。お手元に資料ございま

すでしょうか。それでは、次第に沿いまして進めさせていただきます。 

まずはじめに、倉持委員長からご挨拶をいただきたいと思います。 

倉持委員長 ＜ あいさつ ＞ 

司会 

堤生涯学習係長 
続きまして、宮内生涯学習課長より挨拶申し上げます。 

宮内参事兼生涯学習

課長 
＜ あいさつ ＞ 

司会 

堤生涯学習係長 

それでは、議題の３に入りたいと思います。本日の資料は、事前に郵

送させていただいております。お手元にございますでしょうか。それで

は次第の３ですが、議事の進行につきましては、社会教育委員に関する

規則第３条第３項の規定によりまして、倉持委員長に議長をお願いした

いと思います。どうぞよろしくお願いします。 

倉持委員長 それでは、議題に入りたいと思います。資料は事前に配布しておりま

すが、各所属所において、実施した主な事業の報告を１つ、２ついただ

きたいと思います。説明後、委員の皆さまからご質問、確認事項等ござ

いましたら、お願いしたいと思います。生涯学習課、公民館、図書館、

文化財保護課の順番でご説明をお願いします。まずは生涯学習課よりお

願いいたします。 

堤生涯学習係長 それでは、平成 27年度生涯学習関係中間実施報告の資料に基づきま

して、順番にご説明させていただきます。まずは、１ページ目から２ペ

ージ目にかけて４月１日から９月 30 日までに実施した事業ということ

で６事業掲載してございます。４係ございますので、主要な事業という

ことで報告させていただきます。また、全体を通してコメ印に網掛けの

事業につきましては、前回の会議でご指摘いただきました新規事業がわ

かる表示ということで表示してございますご理解をいただきたいと思い

ます。それでは着座にて説明させていただきます。まずは、生涯学習係

の主な事業ということで、１番から３番までが生涯学習係の事業でござ

いまして、１番、２番は、年度を通しての事業でございますので、途中

経過を含めた形で掲載をいたしました。生涯学習出前講座、それと生涯



学習人材バンクですが、９月 30 日現在の数値が参加者と成果というこ

とで上げさせていただいております。次に３番の第６回生涯学習研修大

会まなびすとフォーラムでございます。以前、まなびすとフォーラムの

報告書をお配りさせていただきました。本年度大きく変わった部分につ

きましては、参加が、高校生、学校教育関係の方、また児童・生徒の保

護者、それと新たにテーマが「コミュニティ豊かなまち」ということで

実際にコミュニティ活動推進者、関係者に声をかけて意見交換等を行っ

ております。参加の幅を広げたということが変わった部分でございま

す。実施につきましては、県立鷲宮高校学生食堂を利用させていただき

まして、昨年度よりも参加者数が若干増えまして、217 人の参加をいた

だきました。グループごとにディスカッションをしまして、鷲宮高校の

高校生の参加も多くいただき、20グループに分かれて実施し、６グルー

プに代表として発表をしてもらいました。そのうち２グループで高校生

が発表したことで新鮮であった等の声もアンケート結果からございまし

た。来年は栗橋会場となりまして、県立栗橋北彩高校で実施することで

進めております。生涯学習係は以上でございます。 

大野課長補佐兼人権

教育係長 

続きまして人権教育係の大野と申します。資料の１ページの４番でご

ざいます。それでは、人権教育推進事業をご報告させていただきます。 

講演形式で研修会を２回実施しました。６月 20日、土曜日、栗橋文化

会館と８月２１日、金曜日、久喜総合文化会館でございます。参加者は

それぞれ 239 名、234 名でございました。以上でございます。 

樫浦スポーツ振興係

長 

それではスポーツ振興係についてご説明させていただきます。それで

は、資料２ページをご覧いただきたいと思います。５番、新体力テスト

６番、各種スポーツ教室の実施でございます。新体力テストにつきまし

ては、６月６日、鷲宮体育センターの方で実施しました。こちらは、文

部科学省の方で行政上の資料として得ることを目的としまして、市民の

方に呼びかけしまして、20 歳から 64 歳までを対象に 21名の参加がござ

いました。また、65 歳に以上の方の参加は、11名という状況でござい

ました。６番の各種スポーツ教室では、実際、９月以降にスポーツにつ

きましては、主な事業をたくさん実施しておりますが、９月 30日まで

の時点ですと春のハイキングということで、黒山三滝の方に行きまし

た。参加者につきましては、14 名ということで、参加いただいた方から

は、「健康は大切だね」とか「普段いかに歩いてないかということを実

感した」など、前向きな意見をいただいております。今後も秋の時期に

向けて、引き続き事業を実施してまいります。スポーツ振興係からは以

上です。 

倉持委員長 ありがとうございました。生涯学習課関連の人権、スポーツも含めま

して皆さまの方から何かご質問等ございますでしょうか。いかがでしょ

うか。 

木村委員 お聞きしたいんですが、まずこの 27 年度の事業実施報告の書式です

が、簡略はいいんですけども、昨年とだいぶ報告事項というか少ないと

思うんですよね。１つは２番の登録者の関係ですが、登録者 215 名いる

ということがただ書かれていますけど、どういう人が登録者になったの

かというのはこれから報告がありますけども、昨年はここに講師は誰が

ついたとか、せいぜい、どこの会が運営したとか、ここにつけた方が良

かったんじゃないかと思ったんです。誰が講師になってやったのかとい

うのがわからないんですよね。昨年度には全部それが載っています。 



どうして、それを省いたのかお伺いしたい。 

堤生涯学習係長 木村委員のご指摘の件でございますが、昨年度の中間報告の様式では

なく、26年度の生涯学習関係実施報告の様式をスライドさせていただい

たものでございます。27年6月に第１回社会教育委員会議の時に実施し

た時に26年度事業実施報告の様式を採用させていただきましたので、前

回との相違がありました。今、いただいた意見に対しまして、27年度の

実施報告の時には、講師氏名の掲載ですとか、そういった項目について

検討いたしまして、項目の内容を協議してまいりたいと思います。 

倉持委員長 今回は中間報告ということで、だいぶ簡略化してございます。最終的

には、27年度の最終報告書の内容を検討していくということでよろしい

でしょうか。 

冨田委員 今、２ページまでの報告ということですが、何名募集をかけて、実際

に参加者が何名ということで、パーセンテージも出ると思うので、そう

すれば人気のある方が今後継続するメリットあるですとか、そういう判

断もできると思いますので、継続する事業、準備から何から本当に職員

の方々、ご苦労だと思うんですね。その分も含めて、パーセンテージな

り、どれだけ定員に対して、どれだけの参加があったかそれを載せてい

ただければ、この事業を続けていくべきか、取りやめて違う事業しまし

ょうとか、そういう判断を皆さんと共有事項として、できると思うの

で、それがあれば良かったと思いました。 

 

斉藤委員 それと今、２番目の生涯学習人材バンクの件ですが、そこに相談仲介

件数３件とありますが、これは相談と仲介を合わせた件数でしょうか。 

堤生涯学習係長 はいそうです。 

斉藤委員 具体的にはこの場では言えないんですか。 

堤生涯学習係長 いえ、そんなことはございませんが、詳しい資料が手持ちでございま

せんが、今日、ご出席いただいております野口委員から放課後子ども教

室で折り紙の講座の指導者を探してほしいとの相談ございまして、仲介

したこともこの件数に入っております。実際にはホームページに掲載し

ているんですが、そこから折り紙の指導ができる方をピックアップしま

して、依頼者から指導者登録をされている方に連絡をして仲介、調整し

たところまでを件数として上げさせていただいております。その後に、

成立したかまでは確認はしていない状況であります。 

倉持委員長 ではよろしいでしょうか。それでは、公民館関係の説明をお願いしま

す。 

奥谷中央公民館館長  公民館は３ページからになります。各館長からご報告させていただき

ます。まずはじめに中央公民館でございます。全10事業予定しておりま

したが、そのうち３事業が９月末までに実施したところでございます。

２番の親子チャレンジ教室の１番目、親子で木工工作に挑戦するという

ものでありまして、定員21人に対して、９組22人の参加がございまし

た。建設埼玉久喜支部の皆さまの指導をいただきまして、非常に立派な

椅子やテレビ台、本棚など立派なものが多くできた状況で、親子の絆が

深められたと考えているところでございます。その他につきましては、

ご覧のとおりです。以上でございます。 

 



原嶋青葉公民館長 続きまして、青葉公民館ですが、すでに４つの事業が終了しておりま

す。歩け歩けと染物教室が新規事業ですが、特に歩け歩けについては、

定員30名のところ29名の参加がありました。ねらいを２つにしぼったん

ですが反省点としては、どっちかにしぼった方が良いだろうという意見

が出ましたので、改善していきたいなと思います。以上です。 

山木南公民館館長 次は南公民館です。８番から12番までの５事業が開催されました。そ

の内、11番の竹とんぼ教室は新規事業です。江面第一小学校のなでしこ

ゆうゆうプラザと共催という形で竹とんぼ教室を実施いたしました。非

常に人気がありまして、来年度につきましては、江面第二小のゆうゆう

プラザとやる予定でございます。以上です。 

奥谷中央公民館館長 続きまして、西公民館の事業でございます。13番から16番です。全10

事業における４事業を実施したところでございます。13番の清久大運動

会、こちらにつきましては、清久小学校の運動会と地区市民体育祭を合

同で実施しているものでございまして、５月に実施いたしまして710

名、地域の方々に参加をいただきました。児童と地域住民の交流を図

り、「地域のなかで子どもを育てる」をスローガンのもとに清久地区の

コミュニティが図られたというふうに考えてございます。以上でござい

ます。 

小林東公民館長 続きまして東公民館でございます。５ページ、事業は17番から20番、

上半期は４事業を実施してございます。このうち、20番の３Ｂ体操教室

につきましては、新規事業でございます。19番の救急救命教室でござい

ますけど、こちらは、昨年度から２年続けて、実施している事業でござ

いますが、指導者は、埼玉東部消防組合の職員の方５名の方に心肺蘇生

法等の緊急処置の指導をいただきました。定員は20名でございまして、

申込みいただきましたのは19名でございましたが、実際の参加者は、15

名でございました。日にちは日曜日の午前９時から12時の３時間で実施

してございます。参加者はＰＴＡの方から高齢者の方まで幅広い年齢層

の方に参加いただきまして、参加者全員に普通救命講習修了証が交付さ

れております。以上でございます。 

森田森下公民館館長 森下公民館の森田と申します。よろしくお願いします。森下公民館に 

つきましては、資料５ページから６ページでございます。年間通じまし

て17事業あるんですけど、その中の９事業を実施してございます。その

内、28番の三味線教室ですが、新規事業ということで取り組んでいま

す。定員が12名だったんですけども、参加者全員が三味線初めてという

ことで三味線の持ち方から先生の指導を受けまして、３回やりましたけ

ど、最後には皆さんができたという実績を残しました。参加した方全員

じゃないんですけども、７人程度ですかね、自主的に練習したり、森下

公民館で練習したりしてまして、月２回練習している状況でございま

す。以上でございます。 

蓮見栗橋公民館長  栗橋公民館でございます。栗橋公民館は、13 事業中６事業が終了してお

ります。その中で、新規事業は、６ページ 33 番、親子チャレンジで親子を

対象に夏休みを利用しまして、３日間、３回とも違う内容のものをやった

んですが、15 組募集しまして、当日の参加状況につきましては、ご覧のと

おりとなっております。反省点ですが、３日間親子、それと作る内容をで

きる方、できない方がおりますので、来年度からは、短期の１回で実施す

るような形で、それを２回、３回に分けて実施するとか、毎年１回ずつや

っていくとか工夫をしていきたいと思います。以上でございます。 



清水鷲宮公民館長  鷲宮公民館の清水と申します。よろしくお願いいたします。７ページ 38

番から 44 番までが鷲宮公民館事業となっております。全 16 事業中７事業

が終了しております。主な事業として、43 番の子どもまつりでございま

す。鷲宮公民館では、毎年恒例に行っております子どもを対象にした事業

でございまして、今年度は、折り紙体験ですとか、浮沈子を作る体験、そ

れからガールスカウト、ボーイスカウトのコーナー、昔の遊び、鉄道模型

の運転、そして小学生のトランペット演奏、ウィンドアンサンブルにも出

演いただきまして、大ホールにおいてミニ演奏会等を行ったところでござ

います。今年度から初めて鷲宮地区内で広報の折り込み、回覧しましたと

ころ、例年になく、盛況でございまして、今回、大勢の親子の参加があり

まして、公民館を身近なものとして感じてもらることができたのではない

かと思っております。以上でございます。 

倉持委員長 ８つの公民館のたくさんの事業にご説明いただきましたけれど、委員

の皆さまからご質問、ご意見、いかがでしょうか。 

後藤委員 28 番の森下公民館で三味線教室のあとにサークルができたという形で 

最近このケースがとても少ないように思われます。ですから、是非、各

公民館ともその公民館の利用率を高めるということと、コミュニケーシ

ョンを図るという形で、こういうサークルを立ち上げるような形で皆さ

んに働きかけていただけたらと思います。よろしくお願いします。 

冨田委員 私は先程の意見にお詫びをしないといけないんですけど。中央公民館

の参加人数がこのようにきちんと書いてありますのでこのように他のと

ころもされたらいいと思います。このように統一されていれば、わかり

やすくなるかなと思いました。申し訳ございませんでした。あともうひ

とつは、鷲宮公民館のゆかたの着付け講座が４名でしたが、定員が何名

のところだったのか、こういったもったいない部分が出てくると思うの

で、声かけなり、告知ということを必要としないと。かなりのスタッフ

が出されているかと思いますので、定員数が出ているとわかりやすいと

感じました。以上です。 

古谷委員 初めに、今回の社教３団体の報告書が出ておりますが、先日、地域コ

ミュニティと公民館の連携ということで、公民館の運営委員の方とある

いは、館長さんもいらっしゃったということもその時の報告書に書いて

ありますので、是非よくご覧になっていただきたいのですが、その時の

話の中でこれは全公民館に関わることだと思うんですが、公民館同士の

連携がなかなか図れていない、まして運営委員さん同士は、自分の担当

する公民館はわかるけども、同じ地区でもなかなか他の公民館との交流

ができていないということで、そういう機会を是非もってほしいという

ことと、公民館の館長が、１年くらいで代わってしまうのは非常に困る

と。最低でも３年くらいやってほしいと思います。どういうことかと言

いますと、やはり同じ地区内への連携を図るとともにその地域に根差し

た公民館活動をやっていきたいという運営委員さんの希望でもありま

す。是非そんな形で考えていただければと思います。それと冨田委員か

らもございましたが、参加人数だけでは捉えきれないと思いますので、

目標人数とか定員とかございますが、中央公民館のように書いてあると

その状況がわかりやすいと思います。例えば、生涯学習ですか、スポー

ツ振興係のところの６番ですが、14 名と書いてありますが、それだけを

みますと多いのか少ないのかわかりません。場所の問題もありますし、

日にちの問題もありますから人数だけで判断できないことはよくわかっ

ておりますが、目標数なり定員が入っていた方が良いと私は思います。 



斉藤委員 実施された講座等で、各希望者に対する実際に来られた方の人数であ

りますけど、その後のフォローとして、こういう面が良かったですと

か、ちょっと面白くなかったとかあると思うので、今後、参加者側から

アンケートを取られてもいいと思うのですが、そのあたりはいかがでし

ょうか。 

奥谷中央公民館長 おっしゃる通りで、参加者のご意見なりを次の事業に反映させていく

ことは当然ですので、ただ、今までなかなか全部の事業の中ではアンケ

ートを取っていない部分もございましたので、今後は十分把握していき

たいと思っておりますのでよろしくお願いします。 

塩崎委員 今日は中間報告ということで、この報告書の中には記載されておりま

せんが、近々で運動会等々が終わったことなんで、ちょっとお聞きした

いんですけど、先日、先週ちょっと手前どもの音楽散歩主催しておりま

して、その時に中央地区の区長からご意見を伺いまして、運動会をもう

60数年やったということで、今、少子高齢化ということで人手が集まら

ないと大変苦慮していると、それぞれいろいろ区長同士でお話をしたり

しているんでしょうけど、なかなか先へ出ないということで。また一方

では、商品等々においてもヨーカ堂の商品券とかそういった金品的など

往来しているような話が他のお母さんからも出ていて、こういう形がい

いのかどうかという話を承ったものですから、まずは公民館の方でこう

いったさざ波が出ているということをご存知かどうか。それからもうぼ

つぼつ60有余年ということで、もちろん運動会そのものを否定するもの

でもない、健康管理であり、コミュニティの場でもあり、ただ、公民館

というのは、社会教育の中で一番の拠点ですので、推進していかなくて

はならんのですが、一方では変わった形のものも考えていかなくてはな

らないのかなと。今の件、館長の方から差支えなかったら、まだ運動会

が終わったばかりですが、私もなかなか運動会に行ったことが無いので

申し訳ないんですが、運動会そのものは推進している立場なんですが、

ただ、現状認識するとどこでも大変なものだということで、そういった

協議を中でしたことがあるのか、或いは、今後はどういう方向でもって

いくのかそのあたり、簡単にでも結構ですので、伺えたらと思います。 

木村委員 それに関連して、運動会について伺いたいのですが。私も鷲宮地区の

実行委員をやっているんですけども、たまたま10月６日、１年に１回や

るのが、今回大雨で中止ということ、これを考えると１年に１回ずつ、

もうやらないというと翌年になっちゃうわけなんです。区とか老人会、

いろいろ組織との関わりがあるわけなんですけれども、私としては、１

日ができないとしたら、次の週に区を抜いたり、オープンにみんなが集

めやれるような小さい規模の運動会をやっていった方が良いのではなな

いかと思うんです。高齢化で本当に１年ごとに、栗橋でちょっと聞いた

様子なんですが、40区あるのに20数区しか出てないということを聞いて

いるんです。そういう1年刻み、小学生とか中学生とかが多くなって底

上げができるんであればいいですが、ちょっと厳しい時代なっておりま

すので、是非、そういうところも今後考えていただきたい思います。そ

れと、たまたま、地区の決算書を見たんですが、中止でも、予算140万

円に対して110万円がかかっているんです。来年使うかもしれません

が、でも半分はその日にやらないと無駄なものが消費金額になってしま

うんです。だから、そういうことにならないようにですね、もう少し柔

軟に市民体育祭をやっていただきたいと思います。あと、公民館運営委



員会同士の交流が無いという意見があったかと思うんですが、交流は皆

で作るべきだと思って１年に１回でも２回でもいいんですけど交流でき

るんじゃないかと思うんです。それを提案したつもりなんですけど、な

かなか進まないので、関係者が考えていっていただければと思っていま

す。 

倉持委員長 幅広くご意見が出たと思うんですが、本来、体育祭はこの中間報告に

は入っておりません。ただ、そういう意見が出ましたんで、全体的な状

況をご説明いただいて、どの公民館も人集めとか業績とか苦労している

のは私たちも沢山、耳に入っておりますので、その辺のところだけ、公

民館の運営委員さんについてはまた別途、次の議論でできますので体育

祭の現状と課題と今後の方向性ぐらいを分かりましたら簡単で結構です

ので、ご説明をお願いしたいと思います。 

奥谷中央公民館長  体育祭については、今ご意見をいただいた参加者を集める問題とか、

それは各区長さんから我々もご意見をいただいております。ただ、中に

は、非常に熱心な行政区もございまして、今年も続けたいといいます

か、普段どおりやってほしいというご意見もあります。例えば、西公民

館では、清久小学校と合同で行っているようなところもあって各地区で

若干、実情は違っていたり或いは、その地区の中でもやはり行政区によ

って考え方が違っていたりということもあります。先程、賞品の話もち

ょっと出ておりましたが、さすがに賞品の中に商品券は無いですけども

予算が削られている中で、削るのはどうしても賞品代のところが削られ

ていくというような状況でございまして、実情を申し上げれば、中央地

区では、今年度は参加賞は非常に厳しい状況で、参加賞は廃止をして、

１位、２位、３位、そのような形で賞品対応をというようなことを実行

委員会の中で提案をさせていただいたんですけど、先程にあった、せっ

かく人を集めてくるのに賞品も出ないのかというご意見もあって、他の

地区から余っている賞品をいただいたりして、何とか都合をつけたとい

う状況もございます。いろんな意味で見直しをしていかなくてはいけな

い状況でございます。今回、鷲宮地区だけが中止ということでありまし

たけれども、実は中央地区も前の日が雨で夕方止んで、我々がグラウン

ド整備を夜の７時くらいまで久喜小学校の校舎全部の照明をつけていた

だいて明るくした中でグラウンド整備をして、何とかなるかなと思った

ら夜中に雨に降られまして、グラウンドがびしょ濡れで朝５時から 

グラウンド整備をしまして、何とか時間どおりに出来たということで本

当にその事業をやるんだというような、協力的なご意見もあるというこ

とで実は我々もどうするべきか苦慮しているところでございます。やは

り多くの方からご意見をいただきながら今後とも少しずつ変えていくし

かないのかなということが今の実情と思っております。今後ともよろし

くお願いします。 

塩崎委員  その通りなんです。結局我々もやっぱりそのことを考えていかなくて

はいけないんじゃないかと。従って、職員さん達がこれからどのような

スポーツ振興を図るか、お互いに考える時期が来たのかなということで

一応流れの中での質問です。 

斉藤委員  ちょっといいお話で、聞いた話ですけど、東公民館が中心になって、

今回は３年ぶりに太田小学校で結構にぎやかに、本当の運動会という感

じで私も出させていただいたんですけど、非常に和気あいあいとしたよ

うな住民の方が喜んで参加し、後片付けもしてお互いの競技も盛り上っ

て、かつ先程お金の話も出ましたが、３年間やってなかったんで豪華な



賞品ということもありまして、来年もやろうじゃないかということを言

われましたので、運動会自体は非常に貴重な機会だと思います。 

倉持委員長 

 

少し工夫する時期に来たのかなと、少子高齢化とかいろんな問題を含

めて見直す時期なのかなと思います。続きまして、中央図書館の所管の

関係について、事務局の方から説明をお願いします。 

太田中央図書館長  中央図書館長の太田でございます。９月末日までに実施、継続中の事

業もございますが、中央図書館 12 事業、菖蒲図書館 11 事業、栗橋文化

会館図書室８事業、鷲宮図書館８事業、計 39事業を実施或いは実施中

でございまして、うち新規事業は３事業でございまして、一番わかりや

すいので８ページの３番、子ども読書チャレンジ、子ども読書通帳とい

うことで４館同時に始まりました。ここに９月 30日現在の配布人数が

書いてございますが、例えば、195 人に配布しておりますが、これは延

べ人数でございまして、まず私が注目したのは、２冊目にどれくらいの

人数がいるかと。通帳１冊で読み終わりますと、60 冊分読んだことにな

ります。１冊目が終わった方が 195 人中６人でございました。多いのか

少ないのか、ちょっと少ないのかなという気がしますが、ある程度の年

齢になるとですね、60冊とすごいペースなんで、ちょっとむずかしいか

なというところでございます。中央図書館では６人。中学生以上、これ

は２冊に到達していないんですが、３人いらっしゃいました。菖蒲図書

館ですが、10ページの 19番になりますが、ここも菖蒲人口のわりに昔

から読書通帳をやっていたという関係もあるんですが、197 冊を配布し

ておりまして、２冊目に入った方が 15 人、それで中学生が 18人、高校

生が１人出たということで非常に昔から培った伝統があるのかなと思っ

ております。それから栗橋地区、こちらは 55冊配布しております２冊

目に入った方が９人で残念ながら中・高生はおりませんでした。それか

ら鷲宮地区ですが、196冊配布しておりまして、２冊目到達者が 13 人、

中・高生は中学生以上が１人、その方が３冊目に入っていることで 

私も図書館長をやって２年目になるんですが、この間たまたま児童文学

の先生をお呼びした時にお話があったんですけど、小さいうちから経験

を積まないと駄目だと。併せて読書をする子はすごく学力が伸びるとい

うことをおっしゃっておりました。それから 12 ページの 31 番でござい

ます。栗橋文化会館図書室の子ども一日図書館員でございます。４館同

時に一日図書館員を始めたということで小学校４年生から６年生、４人

の方が参加でございました。定員は８人でしたが初回４人ということで

ご理解をいただければと思います。最後になりますが、10ページの 21

番でございます久喜市合併５周年記念「深沢七郎生誕 100周年記念展」

図録頒布を開始しております。有償頒布で 600円かかるんですが、9 月

末日現在で 97 部頒布しておりまして、10月 31日現在では 103 部という

ことで根強い人気があるのかと思っております。以上です。 

倉持委員長  図書館事業のところで、何かご意見等ございますでしょうか。 

金子委員 子ども読書チャレンジ、子ども読書通帳とすばらしい取組なんです

が、学校教育との関わりで何か連携とかされていますか。図書館独自

で。 

太田中央図書館長 学校との連携の発想が無かったというか、先生方に学校を通して、通

知は配るお願いはしたんですけど。 

金子委員 子どもがもっと利用するために、ある程度経過報告等していただいて

学校側から先生方にうまく話していただければもっと利用者が出てくる



と思うんですが。 

太田中央図書館長  今の意見を参考にしていただいて、検討していきたいと思います。 

斉藤委員  この間、聞いた話なんですが、図書館協議会委員の方いらっしゃいま

すよね。協議会委員の方同士のコミュニケーションがあまり無いという

ことがあって、その辺は、今後どのようにされるのか。図書館の運営に

関していろいろあるでしょうけど、お互いに情報の共有が出来ていた方

が良いということもあるんですよね。協議会としての中の問題だと思う

んですが、その辺はいかがお考えでしょうか。 

倉持委員長 それは、図書館協議会のことですので、協議会は自立しておりますの

で、これは、会議とはちょっと違いますので申し訳ありませんが。 

最後に文化財保護課の説明をお願いします。 

栗原文化財保護課係

長 

14ページをご覧ください。文化財保護課係長の栗原と申します。文

化財保護課は生涯学習関係事業につきましては、継続中の事業を含めま

して、７事業実施いたしました。その内、１番と７番の事業について報

告いたします。鷲宮催馬楽神楽伝承教室ということで、国指定重要無形

民俗文化財、鷲宮催馬楽神楽を周知いたしまして、また後継者の育成を

図ることといたしまして、実施いたしました。全８回の講座ですが、９

月30日までに４回実施してございます。申込み人数は10人でございまし

て、昨年は14人でした。ほぼ例年どおりということだと思います。次に

７番の子ども歴史広場でございます。こちらも例年の事業ですが夏休み

の期間中に子どもたち対象の講座を実施いたしました。昔のおもちゃを

作ってみよう、七夕飾りを作ってみよう、勾玉を作ってみようという企

画で、ボランティア９人の協力により実施いたしました。講座それぞ

れ、34人、17人、37人、合わせて88人の参加がございました。以上でご

ざいます。 

倉持委員長 文化財保護課関係について、ご質問、ご意見ございましたら。 

木村委員 催馬楽神楽を練習していますよね。それで、どこでも観客がどのくら

いとか観衆がどのくらいとか鷲宮神社で１日にどのくらい見学者がいる

とかというデータを今までとったことがありますか。１日に３回、４回

繰り返しやるわけですけど、練習だけじゃなくこの成果をどのくらいの

観客が見に来たかというのを調べてもいいんじゃないかなと私は思って

いたんですけどその点はどうですか。 

栗原文化財保護課係

長 

今のご質問ですが、伝承教室の発表を鷲宮の文化祭で行ったわけです

が、その観客の人数ということでございますでしょうか。それとも鷲宮催馬楽神

楽が年６回、鷲宮神社で奉納がございますが、その奉納の際の観客の人数で

しょうか。 

倉持委員長 催馬楽神楽の年６回の方で、一般の方がどのくらい集まるかです。 

栗原文化財保護課係

長 

保存会の方が伝承教室と別に年６回、鷲宮神社に奉納されておりま

す。今報告しましたのは、伝承教室ということで保存会員が指導者とな

りまして、一般の方に神楽を教えております。その成果を鷲宮文化祭で

披露するというのを 10月にしております。その文化祭の方の人数の把

握でございましたら把握しておりません。 

倉持委員長 要するに例祭として催馬楽神楽を年６回やっているから、そこに一般

の方がどのくらい興味を持って見に来ているかという意見なんですよ。 

それは鷲宮神社に聞けばわかる内容なんですが、それを事務方でも把握

しておりますかということなんです。 



木村委員  うちの子も１年に１回来て神社で踊っているんです。だからそういう

ところで興味があったもんですので、観客がどのくらいいるのかなと思

ったんです。 

倉持委員長  最初の議題であります中間報告については、また年度の初めに全体の

報告として最終報告をいただきますので、ご意見を沢山いただけたらと

思います。それでは、議題１については以上でよろしいでしょうか。続

いて議題２の方に入りたいと思います。私の方から印象として長年考え

てたこの１年半の後にいろんなご意見を承ったところからスタートして

おります。社会教育の今後の活動についてですが、２つの課題を出しま

した。１つは社会教育としてどう青少年のアプローチをかけていくかと

いうことが１つです。これはここにも書いてありますように成人式の実

行委員達は二十歳のつどいということで、青年たちが主催としていろい

ろ企画運営をしております。その青年たちはその後どうしているんだろ

うか。例えば、１月に成人式として、２月にまなびすと久喜があります

がそういう生涯学習プログラムが用意されているのにその子たちに生涯

学習の体験をしたらどうかという呼びかけをしていたんだろうかという

疑問が私に沸きました。もう１つは青少年のアプローチということで、

先程、まなびすとフォーラムが６月にありまして、鷲宮高校から多くの

高校生が、例えば発表会の時に発表者の半分が高校生が発表してくれま

した。その高校生達はその後どうしているんだろうか。例えば 10 月の

市民まつりの実行委員会或いは生涯学習の体験をしてもらうそういう場

として市民まつりとかが、あってもいいのではないかなと考えたわけで

す。そういうところで、青少年に対するアプローチがどのような形で今

後、進められるのかというのが１番のテーマです。２つ目のテーマは今

日も出ていましたけれど、公民館として青少年に対する事業はどうなん

だろうか。公民館の利用率が低いとかプログラム等のマンネリ化がして

いるんじゃないか、或いは先程大変いいお話がありましたが定着した事

業がクラブ化しているということで三味線教室が少ない人数ですけどク

ラブ化していると、そういう課題を合わせて次の世代のリーダーどう育

成していくか、これは若者だけじゃなく、いわゆるシニア世代も含めて

考えていかないとこれからの地域コミュニティづくりが危うくなってく

るんじゃないかと私は思いました。そういったところから前回の委員会

でも述べましたが、子どもの頃から公民館に親しみをもっていただける

ような事業に８つの公民館がそれぞれの事業の中で子どもたちを含めた

若者に対する事業の企画をしてチャレンジをする時期に来ているんじゃ

ないかというのが、前回の会議でも出たような気がします。今回は、今

コミュニティの拠点づくりということで学校もコミュニティスクールと

いうものを設けたり、地域のコミュニティ推進協議会とか設けてはいる

んですけど、おそらく次のリーダーになってくれる人がいないのではな

いか、コミュニティを理解してくれて、活発に活動に参加してくれる人

がだんだん少なくなってきているような気がします。そういう意味で今

日は 30 分くらいでもこういう社会教育として青少年にどうアプローチ

していくか、或いは公民館の中にそんな事業が組めないのか、組むんだ

ったらどうしていこうか。そう言ったご意見等がありましたら是非こう

いう機会にご意見をいただけたらと思っています。ちょうど本当は３団

体合同研修でいろいろいろ意見が出てるんですけど、実はこのあと、金

子委員から報告書の報告をしてもらいますけど、それがどのように有効

に活用しているか非常に考えるところでございます。還元するものです



から金子委員さんに３団体合同研修会の報告を含めて、いろんな意見を

確か同じような意見が出ていたと思うんでご意見を先にいただければあ

りがたいと思います。 

金子委員  それでは、報告書の関係でございますが、私の方でまとめさせていた

だきました報告書の中をご覧になると、５つのグループに分かれていた

んですけど、参加された方が意見交換が活発なところがございまして、 

Ａグループも２ページいかない、中には１ページしかいかないそういっ

たところもございます。後半では、アンケートでございますが、これか

らの社会教育、生涯学習、あと公民館活動等のすべてに関わるもの沢山

ございますので後程、ご一読お願いしたいと思いますが、特にアンケー

トの関係等が各行政、各課においてどのようにいかされていくか、その

辺、参加された方も楽しみにしておりますので、また戻られましたら、

活用の仕方等よろしくお願いしたいと思います。この報告書ですが、社

会教育委員、生涯学習推進会議の委員、生涯学習推進部の委員、公民館

運営委員、それから各公民館の館長プラス職員に１部ずつ、図書館も同

じ、資料館、文化財保護課、教育委員、関係各課すべてお渡ししてござ

います。先程、古谷委員さんもお話しされておりましたが、今回公民館

運営委員の方々が、初めて参加されて、公民館に関する課題等、その生

のご意見等が出ております。特に運営委員の方々が運営委員の中でもこ

ういう協議会をもちたい、そういうご意見等もございました。また３団

体の方からは、初めて公民館の実情を知ることができました。また、３

団体のそれぞれの仕事内容等を把握することができたというご意見もい

ただいております。特にコミュニティの関係も出ておりますが、先程倉

持委員長からも出ておりましたが、コミュニティ関係、これは公民館が

ある程度拠点になってまいりますので、そちらの取り組み等も大事にな

ってくると思います。報告書でゆうゆうプラザのなでしこ、南公民館の

例が出ておりましたが、若い親を取り込む時にゆうゆうプラザの 23 の

小学校で活動しておりますので、公民館まつりとかそういったところで

各公民館から声をかけていただいて、展示パネルも作成しております。

また、いろいろな演技や体験活動も行っておりますので、そういったと

ころを取り入れていただければ、親子で各公民館に入ってくるんじゃな

いかと感じております。ちなみに東公民館は３年前から公民館まつりに

ゆうゆうプラザが入っております。公民館運営委員の方が自分の地区に

ゆうゆうプラザがあるのも知らなかったという情報もありますので、や

っぱり公民館も生涯学習の一環でございますので、お互いに情報もネッ

トワークづくりも大事ではないかと感じています。 

倉持委員長  いくつか言っていただきましたけれど、公民館事業の中では、やっぱ

り子どもの頃から公民館に親しむというところで言うと、ゆうゆうプラ

ザとの関係を是非深めていただいて親子で公民館を利用する。そこから 

おそらく、今度は次の世代へと移っていって、しいては次の世代のリー

ダーに育ってくれる。今の若いお父さん、お母さんたちが中年になり、

シニアになってくと思うんですよね。そういう意味での公民館としての

青少年向けの事業は難しいかもしれませんから、ゆうゆうプラザと連携

しながら何か青少年向けの事業が、先程南公民館から１つ出ましたけれ

ど、あーいう形で進めていけないだろうかなというのが、２番目の議論

です。まず、最初に議論してもらいたいのが、どうでしょう、成人式で

二十歳のつどいの実行委員の人たちはどこへ行っちゃったんだろうかな

ということと、まなびすとフォーラムに参加した高校生たちがあれだけ



いろんな意見を発表してくれて、あの子たちは次のお声がかかるまで待

っているのか。それともこちらからお声をかけて、市民まつりに体験参

加してくれないかと呼びかけをして、あの中から１人でも２人でも推進

会議になり、推進部なりに参加してくれるといいなと思って、もったい

ないなと思って、せっかくまなびすとフォーラムで、僕も高校生が隣で

したのでいろいろ話したんですけど、なかなか機会がないですよって言

っていたもんですから、そういう機会の提供、場の提供、アプローチの

仕方というのは、やっぱり社会教育として取り組むべきじゃないかなと

思うんで、議題の１でアプローチについて少しご意見をいただけたらな

と思いますがいかがでしょうか。 

冨田委員  私は、３人子どもがおりまして、長女が実は成人式の実行委員をさせ

ていただきました。広報を読んで私がたまたま見て、娘にせっかくこう

いう機会があるから着物を１日着て終わっちゃうんじゃもったいない

し、何か役に立つことをやったらどうかということで実行委員をさせて

いただきました。当時は、やっぱり大学生でしたが、今は戻ってきてい

ますので、今後どういうふうにしていくかは本人次第と思うんですよ

ね。つながりは、やっぱり子ども同士が連携をとっていくものだと思う

ので、なかなか難しいのかなと思います。 

後藤委員 私、清久の西公民館地区に住んでいるもんですから、たまたま今年度

まで理科大はあります、今年度までは西公民館まつりに理科大の学生 20

名が受付を担当したり、いろんなところで協力してくれます。それは、

毎年のことです。それも清久さくらまつりとか、子どもたちのゆめまつ

りとかあるんですが、そういうときも手伝ってくれます。ですから、来

年度からは残念ですよね。理科大が無くなるということは、地区として

はとても損失であります。これは仕方のないことですが。それから、清

久小でサマースクールがあるんですが、子どもたちが１学期にやった学

習を復習して２学期にそれをいかすために北陽高校の生徒さんが 30

人、南中の生徒さんが 10 人、婦人会から 14 人が２日間行います。午前

中２時間行うんですが、丸付けで、子どもたちは、私たちおばさんより

も若いお姉さん、お兄さんのところに行って、おばさんところになかな

か持ってこないんですけどね。でもその若い高校生、中学生すごくて、

ですから清久小の場合はそういうことを取り入れてボランティア活動を

どんどん取り入れているんですよ。運動会では小学校と地域が一緒に行

っていますから、南中の生徒が毎年 20～30 人がジャージ着て、名札を

つけまして道具係をやったり、決勝係やってみたり、そういう形でボラ

ンティアをしていただいているんですよ。ですから、そういうのも１つ

の提案ですが述べさせていただきました。 

金子委員  成人式の実行委員が毎年、毎年様子を見させていただいておりますけ

ど、実行委員の方々が、自分たち向けの青少年の活動でどういうのがあ

るのか把握していないと思うんですね。昔は相談員とかいろいろありま

したけど、今はそういう情報が流れていますか、堤さん。 

堤生涯学習係長  今年度で言いますと４地区で 45 名の成人式実行委員が上がっており

まして、地区によって人数も様々なんですけども、会議を設定するのに

夜７時くらいからと思って設定しておりますが、７時 30 分から８時で

ないと人が集まらない状況で、今回実行委員として協力いただいている

のが大学生が多いものですから、部活動ですとか大学のイベント等で帰

りが遅い状況であります。例えば、成人式までの期間であったら協力で

きるという状況の中で、その後のこととか全く考えていなくて現状とし



て成人式だからみんなで集まる、そこで私が何かやれることがあればと

いう一時的な部分の関わりなのかなと思っています。いろいろと実行委

員と連絡を取っている中でお聞きしたのが、なかなか仲間同士でも集ま

って話し合う場がなく、そういう場がかなり少ないという現状かなと感

じております。 

金子委員  出来たら、実行委員にゆうゆうプラザの話をしていただいて、お兄さ

ん、お姉さんが指導者として関わってきますと子どもたちも変わってく

ると思うので、実際に江面第二小学校では大学生の指導者スタッフが入

ってきたんですね。そういう場を設けていると１番いいと思いますし、

情報を与えてもらえればと思います。 

青木委員  おそらく学校から推薦された実行委員は、ほとんどが生徒会の子ども

たちで、もともとリーダー性の素質を持っていると思うんですね。それ

を使わないのは、もったいないということでおそらく推測ですけれども 

今年度の実行委員が終わったらそれっきりになってるんじゃないかと思

っていると思います。おそらくその二十歳ですと先程ありましたように

大学生だったり、勉強や就職という面で忙しいと思うんですね。例え

ば、５年後にそれをもう一度集めて、来る来ないは別としてそういった

何か集まりをもってもいいんじゃないか。いずれはそのかつてやった先

輩たちが今度やる人たちをアドバイスするとか指導するその中でまたゆ

うゆうプラザを紹介していくとか、個人の情報は１度把握しております

から問題ないかと思いますよ。５年後にというような組織化というもの

ができないことはないかなという気がします。たぶん、すぐには無理で

しょう。 

倉持委員長  私たちの業界でもあって２度目の成人式とか 10 年後にまたやると結

構、結婚適齢期ということで２度目の成人式というような名前にして 10

年後にどっかで会いましょうというそういう感じにしたりというような

最近子どもがやっているんです。２度目、３度目ということで。結婚で

きないって失礼ですけども、結婚しない男性も女性も多いもんですから

その婚活を兼ねて２度目の成人式というんでいろいろ企画をしたりして

やって、地域に残れるような動きをしている市町村も全国的にはいくつ

かあります。どうですか他に意見ございますか。 

金子委員  まなびすとフォーラムの関係ですけど、市内に高校が５校ありまし

て、そのうち３校、久喜北陽高校と鷲宮高校と栗橋北彩高校、ここはだ

いたい常連になってきます。 北陽高校のＪＲＣの活動の一環で出てお

ります。北陽高校は、かるた大会等にもいろいろお手伝いで出ておりま

す。今回、鷲宮高校は生徒会の方、校長先生の計らいで声をかけていた

だいて、20 人ぐらいいたかな生徒会館で、地域の方でも何か参加してる

と思います。栗橋北彩高校の方もやはりＪＲＣの関係です。久喜高校

は、まなびすと久喜を中央公民館で行うときは参加しております。いろ

んなところで声かけしないと高校生も参加できないと思いますので、今

日は各地区の方がいらっしゃいますので地区のイベントと公民館のイベ

ント等で関係の高校等に声をかける、これも大事じゃないかと思いま

す。 

木村委員  私もいろいろなものが引っかかっていて、その通りなんですね。過去

に私は青年会、青年団体の集まりで、その頃思ったことは地域の社会を

いかに向上させるかということで言えば成人式にしろ、体育祭にしろ、

あと奉仕活動、今はボランティア活動これを総合して地域の青年が集ま

ってこれからの世の中を良くしようという政治的なこと。あと選挙での



汚職があったので、それを青年がいかにちゃんと守って皆さんにＰＲし

て良くなるように活動をしてきたんですね。今は全然なってきましたけ

ども、それが土台になってきているんだなと常に私は気持ちの中で残っ

ています。今はもう青年がいなくなったということは、地域に散らばっ

ちゃいますから、地域に集まる青年はどういうものなのかというと 

若干農協とか、あと商業をやる青年、青年会議所とか立派にありますよ

ね。そういう活動を通じて地域の人たちがこれから祭りを中心にすると

か、行政を利用してやるべきだと思っているし、社会教育は生涯学習

か、生涯学習は社会教育かということを考えるとやはり若いころ、鷲宮

をいうわけじゃないですけど、子どもまつりがあって公民館に魅力を感

じて、その後学校にて勉強しなければならないので離れるでしょうけど

大人になったときに思い、今言う高校生、大学生も含めてですけど。今

度は子育てで公民館施設を脱皮して生涯学習センターみたいな大きい施

設を作ってやっていく時代じゃないかなと思います。公民館は社会教育

施設ですから決まりがあって、事業、講座をやっていく中で育っていく

わけですから、そういう中で子育てをやる、青年から壮年になるそうい

う人を巻き込んで地域にリーダーを育てていけばいいと思うんです。生

涯学習センターというのは、先程言った婚活じゃないんですけど、ニー

トの子どもを集めていろいろと社会を見つめる機会を作ってやろうとい

うのも地方公共団体ではやっているところもあるっていうんですから、

是非施設を、解体してでもいいから、良い施設を作って魅力ある場所か

らやっていくべきかなと私は思っています。 

斉藤委員  理科大の跡地をどうされるのかという問題はね、行政でも出ていると

思うんですが、今言われましたけど、生涯学習センターとして赤ちゃん

からお年寄りまで、後期高齢者まで含めた施設を作られたらいいんじゃ

ないかと思うんです。公民館的な働きの公民館、図書館から文化財も含

めて、その辺のコミュニティセンターを集結したらいいんじゃないかと

思います。以上です。 

後藤委員  今の斉藤委員の意見なんですけど、私も地元に住んでおりまして、譲

渡される分は全部校舎ですから、あの中には図書室もあるんですよ。あ

と階段教室とかも全部そろっています。あのままでも本当に生涯学習セ

ンターとしての機能が果たせるんですから行政の方にはお願いしたい、

その点をよろしくお願いします。 

塩崎委員  私は、まず社会教育という概念がメジャーでありながら昭和 24 年に

設立されて、今日に至ってその割に社会教育としての力が構築されてい

ないんだね。意外とマイナリティなんだね。だから社会教育３団体合同

研修会をやっても生涯学習の目線でやっている人も社会教育でやろうと

思っても温度差があるですね。今まで話している中で青少年を引き付け

ることができない。さらには１回限りでぽっと無くなってしまう。この

情報の発達していない時代というのは、平安、室町等々、言霊というこ

とで、言葉の魂これがいかされたわけですね。その魂、言葉によってそ

れなりの公人が世の中に出て、やったわけですよ。では、生涯学習、社

会教育はというと、私も社会教育のこれまでの久喜の歴史を見ても何も

やらずに来てるわけなんですね。それぞれの社会教育の委員さん、委員

長と話をしたんですよ。何もやらずに終わっちゃったというんで、この

ままこういう形で来ちゃったんですね。社会教育委員会なり等々、社会

教育を作り上げていかなくてはならないんですよ。今日たまたまこうい

う話ができたからですけどね。で、社会教育によって青少年の育成をし



ようとか地域社会を良くしようとか、何か塊がないとね。何か一つ大き

なテーマがなければね。なんだーあれは公民館が適当に楽しんでやって

いるのかぐらいにしか見ないですよ。やっぱり継続したテーマを作って

おいて幹になるようなものを、久喜の社会教育というものはこういうテ

ーマで人づくりをやっているんだとか、青少年育成をやっているんだと

か、テーマがなければ。何が欠けてるかなと思ったときに、ここの場で

みんなが作り上げた社会教育のテーマっていうのが無いんじゃないかな

と思うんです。人間が生まれたときから公共ってそこで育ってくるわけ

ですよ。一生涯、公共と付き合っていかなくてはなんないんですよ。学

校というゲゼルシャフト（利益社会）、ゲマインシャフト（共同社会）

がありますけど、学校という社会においては、学校の名前でもって自分

のことをフォローしてくれたり、補佐してくれたり、助けてくれたりし

ますけど、ゲマインシャフトで今度、社会に出たときには自分一人にな

るわけですよ。その時に公共性が養われてなければ、誰が公共性を。社

会教育でいうのは、学校教育外に社会教育で教えてくれるわけですから

その社会教育の場で公共性というものを民主主義であるとか、それぞれ

今、社会で問題になるようなものを段階的に今年はこういうテーマでや

りましょう。社会教育というものをやっぱり誰かが、ここにいる皆が、

職員の方も一丸になって社会教育を盛り上げないと、ただ２年間なり３

年間、４年間が諮問だけに終わっちゃって。社会教育委員との意見交換

もないし、じゃ社会教育でもってクリエイティブするってこともないま

まにずーっと５年間来てるわけでね。いろんな審議機関でもって経験も

してきているだろうと思うので何かひとつ意見具申するとか、建議を出

すとか、そういったことをやらなければ毎回同じことを繰り返して、ま

た人数が足らないとか、人が集まらないみたいになっちゃうんだと思っ

て、そんな心配ばかりしてるんですけど。 

鈴木委員  私は 16 年くらい社会教育やってきたんですけど、今日の公民館の報

告を聞いていて、やって変わってきているなーという、いろんな提言を

して変わってきて、今言っている子どもたちがボランティアとして参加

するというのも、ちゃんと社会教育委員がボランティア手帳の提案をし

てそれが通って、合併後の久喜市に移ってきて広がって、そして運動会

でも地域の清掃でもボランティア手帳を持って子どもたちが出てくるよ

うになったんですね。もっと地道にやっていることの評価とか、それか

ら地域に出て行ってきちんと社会教育委員が社会教育に実際に携わって

みて、その中から提言とかをしていくべきだなという思いで、もっとこ

の会議の場で社会教育委員がいろいろな提言であるとか、地元の意見を

持ち寄って中身を濃くしていくというのが本来の普通の人にできる社会

教育ではないかと思うんです。やはり特別の社会教育をするというのは

難しいなーと思っています。金子先生は本当に３団体であるとか４団体

であるとかの交流を始めた、そういうことの積み重ねなんだと思うんで

すよね。そして、染みていくように広がっていくと思うので何べんも言

ってて親子講座を沢山増やしてくださいねって言ったら本当に公民館、

一生懸命やってくださっているというので、結果が出ているのもあれ

ば、水彩画と三味線講座、その２つの講座からサークル化につながっ

て、普通の人がやるのは、10 人、14 人というのはすごい集団なんです

よ。自分でサークルを運営してみて、15 人をまとめていくのは結構大変

で、それもかなり強いリーダーシップを持たないと 10 年、20 年の運営

出来ないんですよね。すごく人が集まるなーと思ったのは、木工である



とか、本物をやるとすごく集まってくるんです。集客少ないところは需

要がないんだなって、その辺りをもっと深めていくといいんじゃないか

なと思うんです。 

塩崎委員 私はそういうことを言っているんじゃなくて、社会教育委員会そのも

のをやっぱりクリエイティブしていく時代であり、それをやっぱりやら

ないと、おいてけぼりなっちゃう。なぜなら、全国で社会教育委員があ

るところと無いところがあるわけで、いっぱいやっているところだと、

10 回もやっているところがやっぱり都会なんですよ。川口市では 10 回

も社会教育委員が会議をやっている。やっぱり東京では問題が起こらな

いですよね。久喜の街も幸いにそういった社会教育委員が外に出るよう

な事もなく今日まで来てる。だから文科省あたりがこれからは、ニート

や引きこもりとか、そういった形の問題も公民館で扱うようにしていっ

てくださいよと、いうふうな指示も出ているわけです。 

社会教育のレベルアップというよりも、やっぱり社会教育の裾野が広が

って来ているんだから、稼働率が減ってきているというのは、新しいも

のに着手していかなければこれからは社会教育の存在というのはどこに

あるのか。従って社会教育委員の中でもやっぱり諮問は諮問として受け

て、また社会教育は社会教育委員としてのクリエイティブをしていかな

ければならないと申している次第です。 

倉持委員長  非常に社会教育として今、公民館の活動が若干変わってきている。た

だ、それが波のように次から次へと伝わればいいんですけど、８公民館

ともそれぞれの地域の実情というものがあって、なかなかその波が届か

ないところがたくさんあるのが、僕らこの社会教育にやって３年、４年

目に入りましたけどまだまだ。そういう意味では、僕は社会教育という

のが、先程言ったように生涯学習っていって、社会教育の関東大会に行

ってみますと社会教育委員がいないところもあるです。名前が生涯学習

委員ということで、広くなりすぎて本来の社会教育って何だろう、昔は

青年団とかね、確かいいのがあってそういうところから皆スタートして

いったんだと。今スタートする場所もない。じゃ公民館がやっとここ

で、例えば今日いっぱい出ましたけど後藤副委員長のところみたいに、

子どもだけは夏休みのボランティアとして呼び掛けている、ともかく公

民館から積極的にボランティアに呼びかけをしなけりゃ中高生、大学

生、それから 20 代、30 代のお父さん、お母さんも地域に興味を持たな

くなってきている。ご承知のようにテレビでよくやっていますが、最近

自治会が無くなってきているんですね。東京のとある市はシルバー人材

センターが広報紙を８千世帯に配っている、これが現実なんです。です

からそういう意味でも僕は塩崎委員と同じように社会教育という一つの

方向性を立ててね。それに向かって各公民館なり、図書館なりいろんな

体育施設、いろんなものがやっぱり若いリーダーを育てるんだとかあっ

てここに集中することが学校が今教室が余っちゃってセーフティーネッ

ト張って、残りの半分が地域のコミュニティが使えるように老人も若者

もなんでも使えるような形で提言とか勉強をしながら提言していくのが

社会教育委員だと思ってましたから。そういうものが実は無くて報告だ

けで終わったんで、今日は特に成人式とかまなびすフォーラムの高校生

とか二十歳のつどいに参加したあの青年はどこへ行ったんだろうかな、

あの青年たちは折角、久喜市の市民らに興味を待ったのに、なんであの

子たちを放してしまったんだろうと思ってね。先程、５年後の集まりを



呼び掛けて何人来るかわからないけど、それもチャレンジだと思うんで

すね。ですから地域の公民館も体育祭がそうだったと思うんですけど

も、行政主体の体育祭からまた少し変わざるを得ない時期に来てるんじ

ゃないか、少子高齢化で変わるんじゃないんですからそこを一緒に我々

も体育祭が本当に必要なのかどうか或いは、清久地区方式の学校と地域

は一緒になってやるのも僕はとても良いと思うんですよ。そういろんな

試行錯誤しながら意見を聞きながら、一つの方向性を提言していけたら

いいなーというのが社会教育委員かなと思っているんです。金子先生に

批判しちゃ申し訳ないんですけども３団体の研修会をやっていろんな意

見を出て、アンケートとって、それが次の年にどのくらいいきているの

かと言ったら正直、皆無とは言いませんが、まず１割取ってくれればい

いなーと思います。とっても良い意見が出てるんですよ。けれど、なか

なかそれを取り入れる広い勇気がなかったもんですからそういった広い

勇気をね、お墨付きを社会教育委員が公民館にしてあげる、或いは公民

館運営委員がそれをやってくれれば館長もやりやすいんじゃないか。そ

んなこともあったんで私、委員長１年半やって、別に何にもしていない

もんですから、前回は施設のことで１回議論させてもらいました。今

回、若者の参加をどうしたらいいか、地域のボランティアもやってくれ

ないんですね。でも言うとやってくれるんですよ。そういう意味では、

後藤副委員長が言ってくれたように積極的に呼びかけるしかないのかな

ーと思います。繰り返し呼び掛けていくんだと思っておるんで、今日は

言いだしっぱなしも結構ですのでまた次回に３月にもう１回いろんな形

でちょっと意見をまとめまして、何か皆でこういうことができたらいい

なと思っておりますので、是非。 

後藤委員  追加でよろしいでしょうか。10 月の終わりに女性議会がありまして、

２年に１回なんですね。そのときに市内の高校生が半分くらい質問に。 

そういう方も取り入れたらなーとそのとき思ったんですけれど。 

冨田委員  青年会議所なり商工会なり、その団体が単体で行事を一生懸命やって

ると思うんです。それが行政とうまくリンクしていないのかと。あとマ

ラソン大会の参加者募集がありましたが、私は走れないものとしては、

ボランティアで大丈夫なのかなー。そこも協力団体として青年会議所が

入ったり、商工会が入ったりするので、名前だけじゃなくて、そこに若

者を使い、きっかけになる、起爆剤になると思うので是非成功させてい

ただきたい。これはすごくチャンスだと思いますよ。 

野口委員  私も社会教育委員にならせていただいて、ゆうゆうプラザの実施委員

ということで推薦されてなったわけなんですが、社会教育としてゆうゆ

うプラザの運営委員会に出て行ったときには、割と具体的な意見とか行

動とかが見えて、その委員会に出席して、とても良かったなーとか、や

りがいがあったとかいう充実感があったんですけども、この社会教育委

員として公民館の事業報告を聞いたり、それを今日みたいな会議では、

本当に時間がない中で意見を言おうと思ってもなかなか言えない。その

１つ２つやっと言った意見が果たして結果的にどうなったのかも全然見

えてこない。社会教育委員だと運動会にまで来賓として招待されて名前

だけは、偉そうなんだけれども実際に私が行って何やっているんだろ

う、やっぱり出て来るのが億劫になることがあるんですね。そんな中で

先日、社会教育３団体研修会でテーマ、地域コミュニティ公民館活動の

連携ということで初めて研修会に出席させていただいて、その時、本当



に公民館活動に関してのテーマの時に言いたい意見がたくさん言えて、

また公民館運営委員の方ともたくさん意見を交わして、たくさん公民館

の事を言ったり、生涯学習の方に意見とかグループ討議ですごく貴重な

時間を過ごさせていただいて、社会教育委員になって良かったなーと初

めて実感したんですね。今この報告書を見たらその時の自分の言った意

見も載ってますし、グループごとにいろんなことが細かく載っていて、

本当に公民館活動と社会教育委員として関連からいうとその研修が何年

かで１番充実した時間を過ごさせていただいたと思います。是非、公民

館の館長さんとか、この報告書を読んでいただいて実行できることと

か、もっともだー、名指しで公民館の名前も出ていますけれども、館長

さんに読んでいただいて１つでも２つでも実行できることがあって、そ

れが結果になって表れたら小さいことでもいいです、本当にうれしいな

ーと思いますし、とてもうれしい報告書だと私は見て思いました。 

古谷委員  提案なんですけど、ちょっと前向きも含めて２、３分時間をいただき

たいのですが、社会教育委員になって１年半になりますが、社会教育委

員の仕事というのは、この行政からいろんな公民館から図書館からの報

告を見て自分の思いだけを言って、それでそれを結果がどうなるか、ほ

とんど変わらないのでそんなものかなーという風に実は実感していたん

ですね。提案なんですけれども、個々の意見と社会教育委員の意見とい

うのもそれぞれバラバラだと思うんですよね。だからこの会議以外にや

はりいろんな意見を交わす場を１、２回持ったらどうかなという提案で

す。 

金子委員  それは３団体で自主研修会をもっているんだから、あとは参加者なん

です。 

古谷委員  そうですね。 

倉持委員長  はい、わかりました。 

川島委員  私は、現状肯定派なんですね。物事を現実的に考えていますので、今

ちょっと話が大きくなりますが、世界が大変混乱しておりますよね。

我々が平和に毎日を過ごせるのは、大体な事はうまくいってると、あと

10％ぐらいのところで、工夫が必要かなーと、工夫がね。そういうこと

だと思うんですよね。あまり自覚的に考えることはないんですよね。去

年は鷲宮で、まなびすとフォーラム、まなびすと久喜をやりました。半

年ぐらいは深夜まで準備のために費やしました。とても楽しいものでし

た。皆さんにお配りした 55 ページの報告書もですね、１か月ぐらいか

けて作ったんですね。皆さんには見えませんけどね、見えないところで

努力している人がたくさんいるんですよね。それを８～９割部分なんで

すね。あと 10％どうしようかなというところで、そういう立場に立たな

いとやりきれないですよね。我々、ほとんどやっていることは正しい事

をやっているですね。少しずつ進歩しているんです。私も社会教育委員

と言いますと思い出しますのが、前橋市の教育委員会を訪問した時に、

社会教育委員会の方針というものを市に対する意見というものをもらっ

たんですが、その中に１つだけ覚えていますのが、社会教育委員が学び

終えた人たちにがんばってもらおうと、皆さんいっぱい学んでいると学

び終えた人がゴロゴロいるからそういう人たちをどう有効に使うかとい

う指摘が、市に対する答申としてされていることがちょっと記憶してい

るんですが、僕は、社会教育委員は理念的なところにしっかりと作る役

割が１番大事じゃないかと思うんですよね。それに従って、それを読ん



で我々は行動する一般者はですね、ということだと思いますが、あまり

社会教育委員があれしなきゃ駄目だ、これしなきゃ駄目だということで

も無いと思うんですけども、そういう意見を持ちました。 

金子委員  社会教育３団体の合同研修会を立ち上げたのは、それまでは別々に動

いていて、力が分散しちゃう、一緒になって学んでレベルアップを図っ

てそういう目的で合同研修会を始めたんですね。その都度報告書を出し

ますが、その報告書をどういかすかは、各委員または行政の力だと思い

ます。いかし方がうまくいっていないところがあるというのは、先程、

野口委員からお褒めの言葉をいただきましたけれども、これはうれしか

ったですね。やはりいろんな団体と知り合うことで自分が今いるとこ

ろ、そこはわかってますので、古谷委員がおっしゃった自主的にやって

もいいですし、また行政とタイアップしてこれについて審議しているよ

とか、そういうことも大事ですし、そういったところもお互いに勉強し

ながら進めていく。そのための合同研修会ですので、これからも皆さん

のご参加の程、よろしくお願いいたします。社会教育３団体の了解を得

まして、今回は公民館運営委員を別枠でお名前を入れましたけど、来年

度から社会教育４団体ということで合同研修会を 10 月に始めさせてい

ただきますので公民館運営委員の方にも図りたいと思いますのでよろし

くお願いします。また資料につきましては、何人かでおっしゃってます

けど行政各課でいかしていただくことと、願わくば合同研修会に各課の

方で１～２名の正規の職員が中に入っていただいて、一緒に研修に積ん

でいただければ幸いでございます。以上です。 

木村委員  今の教育委員がどういうふうに社会教育を見つめているのかをどこか

で４人なり５人なりいる中で、もっと委員の人がこういう組織を理解し

てもらう機会を作ってもらえればと思うんです。 

倉持委員長  ご意見ありがとうございました。いくつかまとめて、また次回までに

きちっとしたものをまとめておきたいと思いますのでよろしくお願いし

ます。以上を持ちまして協議を終了させていただきます。 

司会 堤生涯学習係

長 

 ありがとうございました。議題の（２）まで活発なご意見をいただき

ましてありがとうございました。次第のその他に移りたいと思います。 

 

司会の堤係長より２点説明する。 

＜ その他 ＞ 

１． 第３回久喜市市民大学・生涯学習推進部との合同研修会開催 

について 

２． 第３回久喜市社会教育委員会議の開催について 

 

後藤副委員長 ＜ 閉会の言葉 ＞ 

会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためここに署名する。 
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